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画像認識における説明可能なAIに関する研究
Research on Explainable AI in Image Recognition
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■研究の背景
深層学習をはじめとするAIモデルは膨大な量のパラメータから構成されているため、内部構造

を分析しても認識や予測の根拠を説明することは困難です。そのためAIを用いた各種技術開発に
取り組む道内企業から、「なぜAIがそのような認識や予測をしたのか」などのAIの判断根拠を提
示する技術を開発してほしいとの相談が当場に寄せられています。そこで本研究では、画像認識
AIの判断根拠を可視化する最新の手法を既存のAIモデルへ適用するプログラムを開発しました。
開発したプログラムを農作物の画像から不良品を判別するAIモデルへ適用し、その有用性を確認
しました。

■研究の要点
１．AIの判断根拠を可視化する最新手法をAIモデルへ適用するプログラムの開発
２．農作物画像から不良品を判別するAIモデルへの適用
３．AIモデルの妥当性の確認
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■研究の要点 

１．AI の判断根拠を可視化する最新手法を AI モデルへ適用するプログラムの開発 
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■研究の成果 

１．畳み込みニューラルネットワークによる画像認識 AI の判断根拠を可視化するプログラムを開発 

しました。 

２．開発したプログラムをブロッコリーの不良品を判別する AI モデルへ適用した結果、AI の判断根 

拠が可視化され、AI モデルの問題点を明らかにすることができました。 

３．AI モデルの妥当性を確認できるようになり、より信頼性の高い AI の開発が可能になりました。 

 
 

ブロッコリーの不良品判別 AIが判別の際に利用した概念①～⑤の可視化（右図） 

各概念を利用した画像内の領域（左図、カラー版は要約を参照） 

（AIは判別において①の茎の概念を約 80%、②の花蕾の概念を約 15%利用） 
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ブロッコリーの不良品判別 AI が判別の際に利用した概念①～⑤の可視化（右図）

各概念を利用した画像内の領域（左図、カラー版は要約を参照）

（AI は判別において①の茎の概念を約 80%、②の花蕾の概念を約 15%利用）

■研究の成果
１．畳み込みニューラルネットワークによる画像認識AIの判断根拠を可視化するプログラムを開

発しました。
２．開発したプログラムをブロッコリーの不良品を判別するAIモデルへ適用した結果、AIの判断

根拠が可視化され、AIモデルの問題点を明らかにすることができました。
３．AIモデルの妥当性を確認できるようになり、より信頼性の高いAIの開発が可能になりました。
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てん菜糖分計測システムの改良型光学系の開発
Development of an Improved Optical System for Measuring Sugar Content in Sugar Beet
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■研究の背景
てん菜製糖工場では、原料受入時に糖分測定を行っています。糖分測定では前処理工程に多く

の人手が必要であり、近年の人手不足を背景として測定作業者の確保が年々困難になっています。
当場では糖分測定の省力化を目的として令和４年度より近赤外分光法による糖分計測技術の開発
を進めています。昨年度までは分光器ファイバなどによる複数の「点」での計測光学系であった
ため、糖分のばらつきのあるてん菜断面を計測したときに計測結果のばらつきも大きくなるとい
う課題がありました。今年度は、ばらつきの少ない安定した計測結果を得ることを目的として、
ライン光照射とライン計測、および搬送移動による「面」計測光学系を開発しました。さらに、
てん菜断面上の計測ライン幅の違いにより変化する計測値を補正するための形状計測機能を開発
しました。

■研究の要点
１．シリンドリカルレンズ等を用いた「面」計測光学系の試作
２．画像処理によるコンベヤ搬送時の計測トリガの開発
３．画像処理による計測ライン幅計測

図１ 改良型光学系 図２ 装置に組み込んだ状態

■研究の成果
１．ライン照射のファイバおよび分光器ファイバの各々にレンズを組み合わせたライン計測光学

系を開発しました。
２．Raspberry Piに接続したカメラで撮影した画像を処理することにより、てん菜の切断面の計

測タイミングを1.7mm間隔で設定可能となりました（コンベア搬送速度：12m/分の場合）。
３．Raspberry Piに接続したカメラで撮影した画像から搬送するてん菜の切断面の幅を計測する

ことで、ばらつきの少ない「面」計測が可能となりました。
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